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市
は
、「
市
民
が
主
役
の
マ
チ
づ
く
り
」

を
掲
げ
、
市
政
懇
談
会
な
ど
を
通
じ
て
、

多
く
の
市
民
の
皆
さ
ん
と
対
話
を
重
ね
な

が
ら
、
市
が
直
面
す
る
課
題
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。

　

昨
年
は
、「
留
萌
ま
る
ご
と
体
験
・
体

感
物
語
」
を
テ
ー
マ
に
、
そ
し
て
「
留
萌

な
ら
で
は
を
創
り
た
い
」
を
キ
ャ
ッ
チ
フ
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政策調整課未来に向け新しい流れ、輝き続ける留萌づくりを進めるためには、「人・情報・

モノ」といった地域資源を大切に育てていくことが必要であると考え、「誇れ
る留萌」「自立する留萌」「希望ある留萌」を市民の皆さんと一緒になって、新
しい力で挑戦する留萌を目指します。

留萌の魅力を高めたい
平成26年度 市政執行の重点的な取り組み

未
来
に
向
け
た
新
し
い

挑
戦
が
始
ま
り
ま
す
！

レ
ー
ズ
に
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
協
力
を
得

な
が
ら
、
取
り
組
み
を
進
め
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

　

今
年
の
テ
ー
マ
は
、「
輝
く
留
萌
挑
戦

物
語
」と
し
、「
留
萌
の
魅
力
を
高
め
た
い
」

を
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
に
新
し
い
力
で
挑

戦
す
る
留
萌
を
目
指
し
ま
す
。

　

引
き
続
き
新
財
政
健
全
化
計
画
、
市
立

病
院
改
革
プ
ラ
ン
の
進
ち
ょ
く
状
況
に
も

配
慮
し
な
が
ら
、
第
５
次
留
萌
市
総
合
計

画
の
着
実
な
推
進
を
図
り
ま
す
。

　

経
済
界
と
の
連
携
を
強
め
、
国
や
北
海

道
の
施
策
を
積
極
的
に
活
用
し
、
市
民
生

活
の
基
盤
で
あ
る
地
域
経
済
の
活
性
化
と

雇
用
の
確
保
を
図
り
ま
す
。

　

ま
た
、
地
域
経
済
の
再
生
に
向
け
、
農

林
水
産
業
に
携
わ
る
方
が
自
信
と
誇
り
、

希
望
を
持
っ
て
、
取
り
組
め
る
産
業
で
あ

り
続
け
る
よ
う
、担
い
手
の
育
成
と
確
保
、

６
次
産
業
化
や
農
商
工
連
携
の
推
進
な
ど

に
よ
る
地
域
の
食
の
高
付
加
価
値
化
や
ブ

ラ
ン
ド
化
、
留
萌
の
農
水
産
物
や
水
産
加

工
品
な
ど
、
食
の
資
源
の
市
内
外
へ
の
積

極
的
な
Ｐ
Ｒ
を
推
進
し
、
観
光
と
連
携
し

た
取
り
組
み
に
よ
り
経
済
の
活
性
化
に
繋

げ
ま
す
。

　

地
域
か
ら
伐
採
し
た
間
伐
材
の
利
活
用

に
向
け
た
検
討
と
、
公
共
工
事
を
は
じ
め

と
す
る
留
萌
地
域
材
の
利
用
拡
大
を
進
め

ま
す
。

　

る
も
い
健
康
の
駅
を
中
心
と
し
、
食
生

活
の
改
善
な
ど
市
民
の
皆
さ
ん
が
健
康
づ

く
り
を
学
ぶ
場
の
創
出
、
予
防
医
学
の
視

点
に
よ
る
医
学
研
究
を
推
進
し
な
が
ら
、

新
た
な
戦
略
に
よ
る

地
域
経
済
の
活
性
化

自
然
と
と
も
に
生
き
る

健
康
市
民
の
構
築

す
べ
て
の
市
民
が
住
み
慣
れ
た
地
域
で
と

も
に
支
え
合
い
、
安
心
し
て
生
活
で
き
る

マ
チ
を
目
指
し
ま
す
。

　

今
年
４
月
に
完
成
予
定
の
「
地
域
医
療

教
育
セ
ン
タ
ー
」
を
基
盤
と
し
て
、
研
修

医
や
医
育
大
学
の
学
生
臨
床
実
習
の
積
極

的
な
受
け
入
れ
な
ど
、
大
学
と
の
連
携
強

化
に
努
め
な
が
ら
、
将
来
的
な
医
師
確
保

に
繋
が
る
事
業
を
展
開
し
ま
す
。

　

市
民
の
皆
さ
ん
が
自
分
の
健
康
上
の
問

題
点
を
解
決
す
る
た
め
に
、
自
ら
が
興
味

を
持
っ
て
取
り
組
み
、
健
康
で
い
き
い
き

と
し
た
社
会
生
活
が
送
れ
る
よ
う
、
地
域

の
医
療
、介
護
、福
祉
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

　

市
民
生
活
に
欠
か
せ
な
い
道
路
整
備
、

老
朽
化
し
た
市
営
住
宅
の
改
良
な
ど
の
整

備
を
進
め
る
と
と
も
に
、
ロ
ー
ド
ヒ
ー

テ
ィ
ン
グ
の
改
修
に
よ
る
冬
道
対
策
、
幹

線
道
路
の
舗
装
路
面
や
擁
壁
な
ど
道
路
ス

ト
ッ
ク
の
点
検
、
通
学
路
の
安
全
対
策
と

市
街
地
の
排
水
機
能
の
回
復
に
取
り
組
み

ま
す
。

　

ま
た
、
安
心
安
全
に
暮
ら
せ
る
地
域
づ

く
り
の
た
め
、
自
主
防
災
組
織
の
設
立
や

市
民
防
災
訓
練
な
ど「
地
域
の
防
災
活
動
」

を
進
め
、
防
災
意
識
の
向
上
と
新
た
な
防

災
拠
点
の
整
備
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

中
心
市
街
地
に
お
い
て
は
、「
る
も
い

プ
ラ
ザ
」
を
核
と
し
て
関
係
団
体
と
連
携

を
深
め
、
ま
ち
な
か
の
賑
わ
い
づ
く
り
を

担
う
商
店
街
の
新
た
な
魅
力
の
創
出
に
取

り
組
み
ま
す
。

　

平
成
27
年
度
か
ら
施
行
予
定
の
「
子
ど

も
・
子
育
て
支
援
事
業
」
に
向
け
て
、
多

様
な
支
援
を
展
開
し
、
地
域
ぐ
る
み
で
子

育
て
を
応
援
す
る
環
境
づ
く
り
、
さ
ら
に

は
留
萌
市
幼
児
療
育
通
園
セ
ン
タ
ー
の
体

制
・
施
設
整
備
な
ど
を
総
合
的
に
進
め
ま

す
。

　

子
ど
も
た
ち
が
安
心
し
て
学
習
で
き
る

教
育
環
境
の
整
備
を
進
め
る
と
も
に
、
児

童
生
徒
の
学
校
生
活
や
学
習
活
動
へ
の
支

援
な
ど
に
努
め
ま
す
。

　

地
域
を
支
え
る
拠
点
港
と
し
て
の
整
備

を
進
め
る
と
と
も
に
、
留
萌
港
の
魅
力
を

高
め
る
施
設
整
備
の
検
討
を
進
め
ま
す
。

　

対
岸
貿
易
に
よ
る
港
湾
施
設
や
船
舶
な

ど
の
利
用
拡
大
に
向
け
、
関
係
機
関
と
連

携
を
図
り
、
対
岸
地
域
と
の
経
済
交
流
の

調
査
研
究
に
取
り
組
み
ま
す
。

マ
チ
の
安
心
安
全
と

賑
わ
い
の
創
出

健
や
か
な
子
ど
も
を
育
む

未
来
へ
の
約
束

留
萌
港
利
活
用
に
向
け
た

魅
力
発
信

市政運営に臨む基本理念
１、市民との「対話」の重視

　市民の皆さんがマチに誇りを持ち、満足した暮ら
しを送るために、市民との「対話」を積み重ねて留
萌の未来につなげます。市政懇談会や各種団体との
意見交換会などを通して、積極的に市民の皆さんと
「対話」を重ねます。

２、市民との「協働」の推進
　市民一人ひとりが役割を果たし、地域の絆を強め、
誰もが健康で明るく温かみのある暮らしを送ること
が大切です。
　社会資本の整備、地域医療の確保、健康産業の基
盤づくりなど、いきいきと安心して暮らせるマチの
実現に向け、市民の皆さんとの「協働」を進めます。

３、営業する市役所
　市民の皆さんの満足度を高めていくために、さま
ざまな課題解決に向け、行動する市役所づくりを進
めていきます。留萌で生産された物産をその土地で
消費する「地産地消」から、地域を飛び越え、大都
市や海外で消費される「地産外商」の取り組みを積
極的に進めます。

市政運営における５つの政策
１．新たな戦略による地域経済の活性化
２．自然とともに生きる健康市民の構築
３．マチの安心安全と賑わいの創出
４．健やかな子どもを育む未来への約束
５．留萌港利活用に向けた魅力発信

市政運営における５つの政策


